
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

総
務
企
画
常
任
委
員
会
報
告

環
境
建
設
常
任
委
員
会
報
告

常任委員会審査報告

（
意
見
）
意
見
書
案
が
求
め
て
い
る
４
項
目
は
そ
の
通
り
で
あ

る
が
、
国
会
が
閉
会
し
た
後
で
、
提
出
は
遅
き
に
失
す
る
の
で

は
な
い
か
。

（
意
見
）
国
会
で
必
ず
４
項
目
が
通
る
と
は
限
ら
な
い
。
市
議

会
の
意
志
と
し
て
意
見
書
は
提
出
す
べ
き
。

（
問
）
屋
根
の
設
置
工
事
の
期
間
は
歩
道
橋
は
通
行
で
き

な
く
な
る
が
、
そ
の
間
の
歩
行
者
へ
の
配
慮
は
。

（
答
）
広
場
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
工

事
の
中
で
横
断
歩

道
の
設
置
も
行
っ

て
お
り
、
３
月
ま

で
に
は
工
事
が
終

わ
る
予
定
で
あ

る
。
屋
根
の
設
置

工
事
は
そ
の
後
４

月
以
降
に
行
う
こ

と
に
し
て
い
る
。

　令和３年第４回定例会における常任委員会は下記の
日程で行われました。
　ここからは、各常任委員会の審査についてお知らせ
します。

　・令和３年 12 月８日（水）…総務企画常任委員会

　・令和３年 12 月９日（木）…保健福祉常任委員会、
　　　　　　　　　　　　　　　環境建設常任委員会

　・令和３年 12 月 10 日（金）…予算常任委員会

　※教育文化常任委員会は、付託案件がなかったため
本定例会では開催されていません。

意見書で求める
４項目

　・牛久市議会同様、
領収書、収支報告
書の提出及びネッ
ト公開

　・政治団体等への寄
付行為を禁ずる

　・残金が発生した場
合は返金する

　・支出について可能
な限りデジタル記
録を残せるよう努
力する

（
問
）
書
面
申
請
等
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
ど
の
程
度
の

負
担
軽
減
に
な
る
か
、
ま
た
こ
の
改
正
に
補
助
は
。

（
答
）
書
面
申
請
が
電
磁
記
録
だ
け
に
な
れ
ば
だ
い
ぶ
負

担
軽
減
さ
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
導
入
に
つ
い
て
は
、
民
間

保
育
園
に
対
し
業
務
改
善
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
補
助
金
を
活
用

す
る
。

（
問
）
現
状
の
分
娩
費
用
と
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

の
差
が
広
が
る
一
方
で
あ
る
。
実
際
の
分
娩
費
に
見
合
う

よ
う
な
政
策
や
制
度
は
。

（
答
）
出
産
費
用
は
、
全
国
平
均
で
46
万
円
程
度
で
あ
る
。

（
意
見
）
安
全
保
障
上
に
影
響
を
与
え
る
施
設
周
辺
の
土
地
利

用
に
関
し
、
す
べ
て
に
規
制
が
か
け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
重

要
土
地
利
用
規
制
法
で
は
、
定
義
も
指
定
も
あ
い
ま
い
で
、
政

令
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
な
ど
恣
意
的
な
運
用
が
懸
念
さ
れ

る
。
外
国
人
の
土
地
利
用
、
使
用
は
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

外
国
人
と
ひ
と
く
く
り
に
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
。

（
意
見
）
所
有
権
等
で
あ
っ
て
所
有
権
に
は
限
定
し
て
い
な
い
。

外
国
人
と
日
本
人
と
の
間
で
は
土
地
に
対
す
る
考
え
な
ど
に
差

異
が
あ
り
一
定
の
制
限
を
か
け
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。

（
問
）
整
備
事
業
の
目
的
と
予
定
地
域
の
行
政
区
な
ど
地

元
へ
の
協
力
や
説
明
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

（
答
）
市
道
４
号
線
と
国
道
６
号
が
交
わ
る
地
点
か
ら
牛

久
愛
和
総
合
病
院
へ
の
道
路
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
災

害
時
の
医
療
拠
点
と
な
る
ア
ク
セ
ス
と
な
る
こ
と
、
ま
た

通
学
路
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
国
の
国
土
強
靭
化
補

助
金
を
活
用
し
て
整
備
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

地
権
者
は
こ
れ
か
ら
実
施
設
計
や
測
量
な
ど
を
行
う
た

め
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
も
地
元
行
政
区

と
も
協
議
を
し
て
お
り
全
面
的
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
も
地
権
者
と
の
交
渉
は
行
政
区
と
も
協
力
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
の
出
産
育
児
一
時
金

40
万
４
千
円
を
40
万
８
千
円
へ

民
間
保
育
園
等
の
書
面
申
請
等
が

デ
ジ
タ
ル
化
へ

牛
久
愛
和
総
合
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
・

市
道
４
号
線
の
延
伸

牛
久
駅
西
口
歩
道
橋
の
屋
根
の
設
置
工
事
費

１
億
８
６
７
８
万
円
で
契
約

外
国
人
の
土
地
所
有
を
禁
じ
、
土
地
利
用
規
制
法

等
の
強
化
改
正
を
求
め
る
意
見
書

国
会
議
員
に
支
払
わ
れ
る
文
通
費
（
文
書
通
信
交

通
滞
在
費
）
に
関
し
、
領
収
書
の
添
付
な
ど
制
度

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

し
か
し
国
保
の
出
産
一
時
金
は
、
国
民
健
康
保
険
法
及
び

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
に
基
づ
き
40
万
４
千
円
に
保
険

料
分
を
加
え
て
算
出
し
て
お
り
、
自
治
体
独
自
で
の
上
乗

せ
は
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

牛久駅西口
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予
算
常
任
委
員
会
報
告

（
問
）
支
出
の
理
由
は
。

（
答
）
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
牛
久
シ
ャ
ト
ー
（
株
）
が
新
た

に
算
出
し
た
収
支
見
込
み
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す
れ

ば
黒
字
に
転
じ
る
見
込
み
が
十
分
に
あ
る
と
判
断
し
た
。

（
問
）
支
出
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
。

（
答
）
早
け
れ
ば
１
月
に
資
金
シ
ョ
ー
ト
に
よ
り
倒
産
し
、

清
算
手
続
き
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

（
問
）
そ
れ
に
よ
る
牛
久
市
へ
の
影
響
は
。

（
答
）
牛
久
シ
ャ
ト
ー
返
還
に
つ
い
て
オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
と
協
議
を
行
っ
た
場
合
、
違
約
金
を

請
求
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ワ
イ
ン
醸
造
免
許
の

交
付
を
受
け
て
１
年
未
満
で
事
業
終
了
と
な
る
と
、
牛
久

シ
ャ
ト
ー
で
ワ
イ
ン
醸
造
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
維
持
困
難
と
の
判
断
が
さ
れ
れ

ば
、
オ
エ
ノ
ン
か
ら
日
本
遺
産
認
定
を
返
上
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

（
問
）
支
出
の
経
緯
を
市
民
に
周
知
す
る
方
法
は
。

（
答
）
牛
久
シ
ャ
ト
ー
（
株
）
の
Ｈ
Ｐ
で
情
報
発
信
を
求

め
て
い
く
。
市
か
ら
は
、
広
報
紙
等
を
検
討
。

（
問
）
賃
借
料
の
見
直
し
は
。

（
答
）
市
と
オ
エ
ノ
ン
双
方
で
検
討
し
て
い
る
。

常 任 委 員 会 審 査 報 告

○原案に対して賛成
・酒類製造の免許取得や、山梨県甲州市との日本遺産登録を通じた
連携も進んでいる。このことから、何があっても牛久シャトーの
灯りを消してはならないと考える。さらに牛久シャトーに対して
予算をかけることも検討して良いのではないか。

・牛久シャトーは本市の観光拠点として大きなウエイトを占めてい
る。そのため、単に一民間企業の問題ととらえるべきではない。
本市の観光振興の面からも、牛久シャトー（株）の飲食事業及び物
販事業の継続は重要なものである。

・牛久シャトー（株）の事業状況には問題点も感じるが、牛久シャ
トーを維持管理していくうえで、多くの市民ボランティアの関与
がある。美しい牛久シャトーを維持していくための思いが活動の
原動力である。これらの方々の牛久シャトーに対する希望を絶望
に変えるわけにはいかない。

【議案第59号に対する修正動議】
　「議案第59号　令和３年度牛久市一般会計補正予算（第５号）」
のうち、牛久シャトーを利活用する事業の経営安定化補助金2,000
万円を削除するもの。
　これまでの議論の中で、補助金を出さなければならない理由が
はっきりしないことから、原案のうち当該補助金の部分を削除する
修正を行うもの。

賛成少数で否決

【原案採決】
　執行部から提案された「議案第59号　令和３年度牛久市一般会計
補正予算（第５号）」の原案を採決した。

賛成多数で可決

賛成多数で可決

【決議案第６号】
　「議案第59号　令和３年度牛久市一般会計補正予算（第５号）」
の原案が可決されたことを受けて、「決議案第６号　議案第59号令
和３年度牛久市一般会計補正予算（第５号）に対する附帯決議につ
いて」が提出された。

○附帯決議の主な内容
１）牛久シャトー（株）への経営安定化補助金は令和３年度及び令和
４年度の２カ年に限定すること。

２）令和４年度終了時点で、同社の黒字化等、経営安定化の見込み
が立たない場合は、経営人の刷新を含めた経営安定化に向けた事
業計画の策定のための強力な行政指導を行うこと。

３）役員報酬の減額を含め現段階で可能な限りの経費削減の取り組
みを一層強化するよう行政指導すること。

４）同社に関する情報は、市議会に丁寧に開示するよう努めること。

○原案に対して反対
・牛久シャトー（株）に経営安定化補助金を出すことについて、その
必要性を判断するための十分な資料が議会に出されていない。当
該補助金を交付する公益性が認められない。コロナ禍の影響を受
けたことは十分に理解できるが、それを克服するための努力がな
されたとは思えない。

・これまで執行部は牛久シャトー（株）の資金繰りに対して市は関与
しないとの答弁であったが、今回の補助金の計上はその方針を転
換するものである。補助金の用途が明確でなく、他の民間企業が
コロナ禍で苦しんで努力している中、同社に対して補助金を投入
する理由が明確でない。

・牛久シャトーの再生を願う嘆願書や署名が多く寄せられたことは
理解できるが、それよりも重要視すべきは税金の使い道の公平
性、透明性であることから、それらが十分に担保されていない本
補正予算には反対である。

　令和３年第４回定例会において、「議案第59号　牛久市一般会計補正予算（第５号）」については、最終日に多くの討論がありました。また、本議案
に対する修正動議も提出されました。さらに本議案の可決を受けて、本補正予算に対する附帯決議が提出され、可決されました。
　本定例会最終日の討論、修正動議、附帯決議についてご紹介します。

討論から

牛久シャトー（株）への経営安定化補助金 2,000 万円の可否を巡って ― 定例会最終日から（討論等）

牛
久
シ
ャ
ト
ー
（
株
）
に
２
千
万
円
の

経
営
安
定
化
補
助
金
支
出

（
問
）
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
。

（
答
）
管
理
費
等
の
経
費
へ
の
充
当
と
捉
え
て
い
る
。

（
問
）
牛
久
シ
ャ
ト
ー
（
株
）
か
ら
補
助
金
の
申
請
は
あ
っ

た
の
か
。

（
答
）
申
請
は
な
い
が
、
補
助
金
等
適
正
化
委
員
会
の
審

議
を
経
て
、
庁
議
に
付
し
、
補
正
を
提
出
す
る
に
至
っ
て

い
る
。

（
問
）
社
長
や
市
執
行
部
の
責
任
は
。

（
答
）
赤
字
の
要
因
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
も
の
で
、
民
間

企
業
と
の
意
見
交
換
で
は
今
の
経
営
状
況
で
は
社
長
の
交

代
を
考
え
て
も
引
き
受
け
手
は
見
つ
か
り
に
く
い
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。
ま
ず
は
牛
久
シ
ャ
ト
ー
（
株
）
の
存
続
が

最
優
先
と
考
え
て
い
る
。
執
行
部
の
責
任
に
つ
い
て
は
、

現
在
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

（
問
）
地
権
者
と
の
交
渉
状
況
は
。

（
答
）
計
画
に
つ
い
て
概
ね
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
問
）
環
境
へ
の
配
慮
は
。

（
答
）
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
含
め
て
進
め
て
い
き
た
い
。

（
問
）
予
算
を
超
え
た
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
。

（
答
）
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
支
給
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

（
問
）
今
後
の
見
通
し
は
。

（
答
）
来
年
度
の
材
料
価
格
の
状
況
を
見
な
が
ら
令
和
５

年
度
に
再
開
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。
設
計
に
つ
い
て
も

国
庫
補
助
金
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
取
り
や

め
は
考
え
て
い
な
い
。

北
部
地
域
宅
地
開
発
の
た
め
の

都
市
計
画
変
更
手
続

牛
久
市
事
業
者
応
援
給
付
金

市
営
猪
子
住
宅
の
建
設
を
先
送
り
へ

牛久シャトー

牛久市議会だより（11）第108号 令和４年１月31日


